
　

2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

体
連
絡
協
議
会
が
、
神
奈
川

県
の
当
番

で
、　

月　
10

19

日
、
神
奈
川

県
箱
根
町
湯

本
の
「
ホ
テ

ル
河
鹿
荘
」

で
開
催
さ
れ

た
。
約
1
9

0
名
が
参
加

し
、
計
量
功

労
者
表
彰
式

を
挙
行
、
各

都
県
提
案
の

4
つ
の
議
題

を
討
議
し

た
。
記
念
講

演
は
、
佐
藤

光
信
平
木
浮
世
絵
美
術
館
館

長
に
よ
る
「
浮
世
絵
と
箱
根

駅
伝
」。そ
の
後
懇
親
会
を
開

催
し
て
交
流
し
た
。

■
諸
問
題
を
討
議
し
、
交
流

を
深
め
る

　

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

体
連
絡
協
議
会
は
、
関
東
甲

信
越
地
区
の
計
量
協
会
と
計

量
士
会
が
合
同
で
、
各
都
県

が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

る
。
か
つ
て
は
計
量
協
会
と

計
量
士
会
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自

で
協
議
会
を
開
催
し
て
い
た

が
、
2
0
0
3
（
平
成　

）
15

年
か
ら
合
同
開
催
し
て
い

る
。

　

同
協
議
会
は
、年
に
1
度
、

　

都
県
に
渡
る
関
東
甲
信
越

10地
区
の
計
量
協
会
と
計
量
士

会
の
会
員
が
集
ま
り
、
計
量

に
関
す
る
諸
問
題
を
討
議
す

る
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流

を
深
め
、
親
睦
促
進
を
は

か
っ
て
い
る
。

■
2
氏
に
感
謝
状
と
記
念
品

を
贈
呈

　

ま
ず
協
議
会
感
謝
状
お
よ

び
記
念
品
贈
呈
式
を
挙
行
し

た
。
総
合
司
会
は
佐
藤
和
雄

神
奈
川
県
計
量
協
会
事
務
局

長
。

　

清
宮
貞
雄
関
東
甲
信
越
地

区
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
会

長
か
ら
計
量
協
会
関
連
で
加

島
淳
一
郎
氏
（
神
奈
川
県
）

に
、
ま
た
佐
藤
竹
一
郎
関
東

甲
信
越
地
区
計
量
士
連
絡
協

議
会
会
長
か
ら
計
量
士
関
連

で
山
口
明
洸
氏
に
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

た
。

■
提
案
議
題

　

討
議
さ
れ
た
各
都
県
提
案

の
議
題
は
次
の
と
お
り
。

▽
提
案
議
題
1
「
義
務
教
育

No.252
2
0
1
6（
平
成　

）年
度

28

関
ブ
ロ
協
議
会
成
果
報
告

都計協

都
計
協

賀
詞
交
歓
会

1
月　

日
、　

時
か
ら

20

17

の
中
に
、
生
活
と
産
業
を
支

え
る
計
量
計
測
へ
の
親
し
み

を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ

い
て
」（
神
奈
川
県
計
量
協

会
）

▽
提
案
議
題
2
「
流
通
業
界

お
よ
び
小
売
業
界
の
販
売
事

業
者
が
所
有
す
る
特
定
計
量

器
（
非
自
動
は
か
り
）
の
定

期
検
査
漏
れ
に
関
す
る
各
計

量
協
会
お
よ
び
計
量
士
会
の

対
応
に
つ
い
て
」（
神
奈
川
県

計
量
協
会
）

▽
提
案
議
題
3
「
指
定
検
定

機
関
の
指
定
要
件
の
見
直
し

に
つ
い
て
」（
東
京
計
量
士

会
）

▽
提
案
議
題
4
「
新
規
事
業

の
取
り
組
み
に
関
し
て
」（
神

奈
川
県
計
量
士
会
）

　

東
京
都
計
量
協
会
は
、　
11

月
計
量
強
調
月
間
の
行
事
と

し
て
恒
例
の
「
計
量
記
念
日

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。

計
量
関
係
功
労
者
の
表
彰
、

計
量
強
調
月
間
の
標
語
の
発

表
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催

さ
れ
た
。

【
日
時
】
2
0
1
6
（
平
成

　

）
年　

月　

日
、　

時　

28

11

11

15

30

分
～

【
会
場
】
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー

ル
竹
芝

◇
記
念
式
典

【
会
場
／
時
間
】　

階
、
曙

16

の
間
、　

時　

分
～　

時　

15

30

16

45

分【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
①
開
会
②

会
長
あ
い
さ
つ
③
東
京
都
計

量
検
定
所
戸
谷
所
長
あ
い
さ

つ
④
東
京
都
生
活
文
化
局
長

感
謝
状
伝
達
⑤
（
一
社
）
東

京
都
計
量
協
会
会
長
表
彰
⑥

受
賞
者
謝
辞
⑦
経
済
産
業
大

臣
表
彰
お
よ
び
東
京
都
功
労

者
表
彰
報
告
⑧
東
京
都
計
量

管
理
研
究
部
会
計
量
管
理
強

調
月
間
標
語
優
秀
作
品
表
彰

⑨
来
賓
祝
辞

◇
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

【
会
場
／
時
間
】　

階
、
白

12

鳳
の
間
、　

時
～

17

　

来
賓
と
し
て
検
定
所
よ
り

戸
谷
嘉
孝
所
長
、
大
野
正
隆

副
所
長
、
原
島
光
雄
検
定
課

長
、
山
田
敦
久
検
査
課
長
。

団
体
か
ら
は
日
本
計
量
振
興

協
会
河
住
春
樹
専
務
理
事
、

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会

堀
井
茂
専
務
理
事
、
全
国
計

量
器
販
売
事
業
者
連
合
会
加

藤
覚
事
務
局
長
ら
が
臨
席
。

　

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

協
会
理
事
、
事
業
者
お
よ
び

協
会
職
員
等
懇
談
し
、
有
意

義
な
交
流
が
果
た
さ
れ
た

（
参
加
者　

名
）。

59

　

今
年
の
表
彰
等
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
。

■
東
京
都
生
活
文
化
局
長
感

謝
状

経
営
者
の
部
＝
▽
赤
松
和
夫

（　

東
亜
計
器
製
作
所
専
務

（株）
取
締
役
）、
▽
石
井
康
二
（
太

陽
計
器　

代
表
取
締
役
）

（株）

計
量
士
の
部
＝
▽
尾
崎
達
也

（　

井
谷
衡
機
製
作
所
代
表

（株）
取
締
役
社
長
）

■
（
一
社
）
東
京
都
計
量
協

会
会
長
表
彰

経
営
者
の
部
＝
▽
小
島
文
雄

（
ミ
ナ
ト
矢
崎
サ
ー
ビ
ス　
（株）

常
務
取
締
役
）▽
西
清
志（
ウ

エ
ス
ト
ゲ
ー
ジ　

代
表
取
締

（株）

役
）
▽
山
崎
淳
子
（
山
崎
計

器　

取
締
役
）

（株）
従
業
員
の
部
＝
▽
衛
藤
吉
昭

（　

イ
シ
ダ
東
京
支
社
）
▽

（株）
遠
藤
智
之
（　

寺
岡
精
工
品

（株）

質
保
証
部
課
長
）
▽
原
田
茂

人
（
長
野
計
器　

技
術
本
部

（株）

機
械
機
器
技
術
部
部
長
）

事
業
所
の
部
＝
佐
藤
製
薬　
（株）

八
王
子
工
場

（
報
告
）

■
経
済
産
業
大
臣
表
彰
（
計

量
関
係
功
労
者
）
＝
▽
谷
田

大
輔
（
元　

タ
ニ
タ
代
表
取

（株）

締
役
会
長
）▽
長
野
暢
夫（
東

京
計
量
士
会
参
与
）
▽
金
子

啓
三（
東
京
都
計
量
検
定
所
）

（
東
京
都
推
薦
）

■
東
京
都
功
労
者
表
彰
＝
丸

岡
哲
夫
（（
一
社
）
東
京
都
計

量
協
会
副
会
長
）

　

都
計
協
の
賀
詞
交
歓
会

は
、
以
下
の
と
お
り
開
催
す

る
。

【
日
時
】
2
0
1
7
（
平
成

　

）
年
1
月　

日
画
、　

時

29

20

17

～【
場
所
】
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー

ル
竹
芝
（
電
話
0
3
―
3
4

3
7
―
5
5
6
6
）

計
量
記
念
日
の
つ
ど
い
開
催

計
量
関
係
功
労
表
彰
授
賞
式

　

東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会
は
、
検
定
所
指

導
係
と
の
協
力
の
も
と
、
適

正
計
量
管
理
主
任
者
養
成
講

習
会
（
流
通
関
係
）
を
開
催

す
る
。

【
日
時
】
2
0
1
7
（
平
成

　

）
年
2
月
3
日　

、
9
時

29

（金）

　

分
～　

時　

分

30

16

30

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
（
会
議
室
A
、
B
）

【
募
集
人
員
】　

名
30

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
】
東
京
都
計
量
協
会
（
竹

添
）
＝
電
話
0
3
―
6
6
6

6
―
8
9
6
0
、
電
子
メ
ー

ルm
-tak
ezo
e@
to
k
ei

k
y
o.or.jp

都
計
協

適
正
計
量
管
理
主

任
者
養
成
講
習
会

（
流
通
関
係
）開
催

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//

 
閏 
秒

う
る
う

　

来
年
の
1
月
1
日
に
、
閏

秒
が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う
お

知
ら
せ
が
、7
月
に
総
務
省
、

情
報
通
信
機
構
よ
り
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
1
年
半
ぶ
り
の

閏
秒
挿
入
だ
そ
う
で
す
。
前

回
の
本
稿
で
、
き
わ
め
て
正

確
な
原
子
の
放
射
現
象
に
よ

り
、
1
秒
と
い
う
時
間
が
定

義
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
き

ま
し
た
。
正
確
な
は
ず
の
時

間
な
の
に
、
な
ぜ
閏
秒
を
入

れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
？

　

地
球
を
一
つ
の
天
体
と
し

て
全
体
的
に
見
る
と
、
実
は

 
柔 
な
物
体
で
す
。
海
水
に
は

や
わ満

ち
干
が
あ
る
し
、
中
心
の

マ
グ
マ
も
流
れ
て
い
ま
す
。

地
殻
も
弾
性
体
で
噴
火
し
た

り
盛
り
上
が
っ
た
り
崩
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
物

体
が
自
転
し
た
ら
、
一
定
速

度
で
回
転
で
き
な
く
て
も
不

思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

で
す
、
地
球
の
自
転
速
度
は

揺
ら
い
で
い
る
の
で
す
。
揺

ら
ぎ
の
な
い
秒
の
定
義
に
よ

り
、
一
定
と
思
わ
れ
て
い
た

地
球
の
自
転
の
揺
ら
ぎ
が
、

定
量
的
に
計
測
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
。
正
確
な
原
子
時

計
に
基
づ
く
時
刻
と
、
わ
れ

わ
れ
が
生
活
し
て
い
る
揺
ら

ぎ
の
あ
る
天
文
時
に
基
づ
く

時
刻
の
ず
れ
を
修
正
す
る
の

が
閏
秒
な
の
で
す
。

　

自
転
の
揺
ら
ぎ
に
よ
る
ず

れ
は
、
増
え
た
り
減
っ
た
り

す
る
の
で
す
が
、
閏
秒
に
よ

り
、
こ
れ
が
1
秒
を
超
え
な

い
よ
う
に
調
整
し
て
い
ま

す
。
1
9
7
0
年
代
に
は
、

ほ
ぼ
毎
年
1
回
、
閏
秒
が
挿

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
2

0
0
0
年
代
に
入
り
、
こ
れ

ま
で
4
回
し
か
閏
秒
は
挿
入

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
1
9
7

2
年
に
閏
秒
に
よ
る
揺
ら
ぎ

の
修
正
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に　

回
の
閏
秒
が

26

あ
り
、
い
ず
れ
も
挿
入
す
る

の
は
プ
ラ
ス
の
閏
秒
で
し
た

が
、
揺
ら
ぎ
の
状
況
が
変
わ

れ
ば
、
1
秒
削
除
す
る
、
マ

イ
ナ
ス
の
閏
秒
も
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
閏
秒
は
6

月　

日
か
、　

月　

日
に
お

30

12

31

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
百

年
、
何
千
年
後
に
、
も
し
も

自
転
の
揺
ら
ぎ
が
大
き
く
な

れ
ば
、
毎
月
挿
入
と
か
も
あ

り
得
ま
す
が
、
そ
ん
な

状
況
に
な
れ
ば
別
の
解

決
方
法
が
模
索
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本

で
は
、
標
準
時
か
ら
9

時
間
ず
れ
て
い
る
の

で
、
閏
秒
が
お
こ
な
わ

れ
る
の
は
、
1
月
1
日

か
、
7
月
1
日
の
9
時

前
に
な
り
ま
す
。

　

閏
秒
と
名
前
の
似
て

い
る
閏
年
が
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
は
、ほ
ぼ
4
年
に
一
度
、

2
月　

日
の
後
に　

日
が
挿

28

29

入
さ
れ
て
、
1
年
が
3
6
6

日
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は

定
期
的
に
挿
入
さ
れ
る
も
の

で
、
揺
ら
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
球
が
太
陽
を
1
周
す

る
公
転
周
期
が
、
実
は
3
6

5
日
で
は
な
く
、
1
／
4
日

く
ら
い
長
く
、
毎
年
そ
れ
だ

け
遅
れ
て
い
く
の
で
、
4
年

に
一
度
、
4
年
分
（
約
1
日
）

を
追
加
し
て
い
る
だ
け
で

す
。
本
当
は
公
転
周
期
に
も

揺
ら
ぎ
は
あ
り
ま
す
が
、
修

正
は
1
0
0
年
／
1
0
0
0

年
単
位
の
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
閏
秒
は
こ
の
よ
う

に
不
定
期
な
調
整
な
の
で
、

事
前
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込

む
こ
と
が
困
難
で
す
。
確
か

に
秒
単
位
で
動
い
て
い
る
現

在
の
社
会
で
、
世
界
中
の

人
々
が
計
時
シ
ス
テ
ム
を
人

の
手
で
調
整
し
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
あ
ま
り
賢
い
こ

と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
閏
秒
は
不

要
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
国
際
機
関
で
い
ろ
い
ろ

と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
解
決
し
に
く
い
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し

も
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
最
大

毎
年
1
秒
ず
つ
ず
れ
る
と
し

て
、　

年
経
つ
と
1
分
程
ず

60

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
こ
ま
で
正
確
に

状
況
が
判
っ
て
き
た
の
で
、

た
と
え
ば
揺
ら
ぎ
の
中
央
値

を
元
に
、
秒
の
定
義
を
変
え

て
し
ま
う
と
い
う
、
乱
暴
だ

が
恒
久
的
な
解
決
方
法
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

方
法
を
と
る
と
、
理
論
的
に

は
世
界
中
の
人
々
が
時
計
を

修
正
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
差
は
手
元
の
時

計
で
修
正
で
き
る
ほ
ど
大
き

く
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々

は
何
も
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ

の
方
法
は
、
現
在
の
秒
の
定

義
の
関
係
す
る
、
す
べ
て
の

物
理
定
数
に
影
響
を
与
え
る

う
え
、
自
転
の
揺
ら
ぎ
は
何

も
変
わ
ら
ず
揺
れ
続
け
る
の

で
、
閏
秒
の
頻
度
は
一
時
的

に
は
少
な
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
何
の
解
決
に
も

な
り
ま
せ
ん
。

　

た
か
が
一
秒
、
さ
れ
ど
一

秒
、
今
度
の
閏
秒
を
ど
の
よ

う
に
使
お
う
か
？
元
旦
の
朝

9
時
、
お
屠
蘇
気
分
が
、
ほ

ん
の
少
し
、
長
く
な
る
か

な
！

（33）
長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

切
田
切
田
篤篤
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毎
日
更
新

毎
日
更
新
！！
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今
日
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計
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情
報
ニ
ュ
ー
ススススススススススススススススススススス



　

計
量
記
念
日
の　

月
1
日

11

に
、
東
京
都
内
の
計
量
関
係

団
体
や
企
業
、
東
京
都
計
量

検
定
所
が
組
織
す
る
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
都
民
計

量
の
ひ
ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
催
し
は
、
都
民
等

に
楽
し
み
な
が
ら
計
量
制
度

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
新
宿

駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
、　

時　

分
か
ら　

10

30

16

時
ま
で
お
こ
な
っ
た
。
今
年

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
く
ら

し
と
計
量
」、サ
ブ
テ
ー
マ
は

「
感
じ
て
み
よ
う
！　

身
近

な
計
量
」
で
あ
る
。
日
々
の

暮
ら
し
と
計
量
と
の
繋
が
り

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、「
健

康
と
計
量
」、「
水
道
・
ガ
ス
・

電
気
と
計
量
」、「
環
境
と
計

量
」、「
食
品
と
計
量
」、「
計

量
相
談
」、「
計
量
体
験
」
の

6
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

ま
た
「
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
」
を
お
こ
な
っ
た
。

詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お

り
。

▽
健
康
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

体
組
成
計
等
を
使
用
し
て
、

血
圧
、
体
重
・
体
脂
肪
率
、

骨
強
度
の
測
定
を
お
こ
な
っ

た
。
毎
年
人
気
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
今
年
も
多
く
の
人
が
参

加
し
た
。

▽
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
と
計

量
コ
ー
ナ
ー
＝
水
道
、ガ
ス
、

電
気
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
、

各
メ
ー
タ
ー
の
展
示
を
お
こ

な
っ
た
。
各
メ
ー
タ
ー
の
動

作
の
し
く
み
を
説
明
し
、
ま

た
見
学
者
か
ら
関
連
相
談
も

受
け
付
け
た
。

▽
環
境
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

や
C
O
2

等
の
計
測
機
器
の

展
示
、
地
球
温
暖
化
防
止
、

水
素
社
会
、
地
中
熱
利
用
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
お
こ

な
っ
た
。
ま
た
今
回
初
め
て

の
試
み
で
南
極
の
氷
を
展
示

し
注
目
を
集
め
た
。

▽
食
品
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

身
近
な
飲
食
物
の
糖
度
や
塩

分
、
温
度
、
ア
ル
コ
ー
ル
度

を
測
定
し
、
ま
た
総
菜
等
の

カ
ロ
リ
ー
を
カ
ロ
リ
ー
自
動

測
定
器
で
測
定
し
て
、
測
定

結
果
を
参
加
者
に
確
認
し
て

も
ら
っ
た
。
多
く
の
参
加
者

の
興
味
を
引
い
て
い
た
。

▽
計
量
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
計

量
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受

け
る
と
と
も
に
、
キ
ロ
グ
ラ

ム
原
器
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示

し
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め

た
。

▽
計
量
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝
計

量
に
関
し
て
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、「
計
量
感

覚
ゲ
ー
ム
（
1
0
0
グ
ラ
ム

に
挑
戦
）」を
今
年
も
実
施
し

た
。
こ
れ
は
、
見
本
で
あ
る

1
0
0
グ
ラ
ム
の
豆
と
比
べ

な
が
ら
豆
1
0
0
グ
ラ
ム
を

手
の
感
覚
で
計
る
ゲ
ー
ム
。

参
加
者
は
手
の
感
覚
の
曖
昧

さ
と
、
正
確
に
測
れ
る
は
か

り
の
重
要
性
を
実
感
し
た
。

参
加
者
が
1
0
0
グ
ラ
ム

ぴ
っ
た
り
に
計
量
で
き
る

と
、
他
の
参
加
者
か
ら
も
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
、
会
場

が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

さ
ら
に
「
計
量
工
作
」
で
は

計
量
士
が
講
師
と
な
り
、
棒

は
か
り
の
工
作
や
寒
暖
計
の

組
み
立
て
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
特
に
棒
は
か
り
の
正
確

さ
に
感
心
し
て
い
た
。

▽
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
＝
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
設

け
、
計
量
管
理
研
究
部
会
の

有
志
に
よ
る
軽
妙
な
ト
ー
ク

と
と
も
に「
計
量
マ
ジ
ッ
ク
」

を
披
露
し
た
。
今
回
は
参
加

者
に
も
マ
ジ
ッ
ク
を
し
て
も

ら
う
な
ど
の
参
加
型
で
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
ま

計
量
記
念
日
行
事

「
2
0
1
6
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」開
催
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都検定所

健康と計量コーナー

計量感覚ゲーム

た
、
今
年
も
ヘ
ブ
ン
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
「
マ
リ
ン

バ
・
デ
ュ
オ　

な
つ
か
よ
」

に
よ
る
マ
リ
ン
バ
演
奏
、
そ

し
て
今
回
初
め
て
正
派
邦
楽

会
を
招
い
て 
箏 
の
生
演
奏
が

こ
と

お
こ
な
わ
れ
た
。
会
場
に
響

き
渡
る
音
色
に
、
多
く
の
人

が
聴
き
入
っ
て
い
た
。

2
0
1
6（
平
成　

）年
度

28

出
前
計
量
教
室
中
間
報
告

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
東
京
計
量
士
会
、
東
京

都
計
量
協
会
お
よ
び
日
本
硝

子
計
量
器
工
業
協
同
組
合
と

の
協
定
の
も
と
、
都
内
公
立

小
学
校
の
4
年
生
か
ら
6
年

生
の
児
童
を
対
象
と
し
て
、

計
量
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
出
前

計
量
教
室
」
を
実
施
し
て
い

る
。

　

2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度　

月
末
ま
で
の
実
施
状
況

11
は
、
学
校
数
3
校
、
参
加
児

童
数
1
6
2
人
。

　

参
加
し
た
児
童
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
が
、
大
多
数

で
あ
り
、
自
由
記
入
欄
に
は

「
こ
れ
ま
で
計
量
の
こ
と
に

あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た

が
、
こ
の
教
室
を
体
験
し
て

と
て
も
興
味
が
出
た
。
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
調
べ

た
り
計
っ
た
り
し
た
い
」や
、

「
あ
ま
り
身
近
に
計
量
を
気

に
し
な
か
っ
た
が
、
普
段
の

計量工作

箏演奏

授業のようす
　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
消
費
者
へ
計
量
制
度
を

普
及
す
る
事
業
と
し
て
、
都

内
区
市
等
で
実
施
し
て
い
る

消
費
生
活
展
へ
出
展
し
て
い

る
。
本
年
も
練
馬
区
、
調
布

市
、
町
田
市
、
豊
島
区
、
大

田
区
、
墨
田
区
、
足
立
区
、

目
黒
区
、
国
立
市
、
府
中
市

の
各
消
費
生
活
展
お
よ
び
、

江
東
区
民
ま
つ
り
中
央
ま
つ

り
や
、
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
東

京
2
0
1
6
へ
の
出
展
を
お

こ
な
っ
た
。

　

出
展
内
容
は
、
計
量
感
覚

ゲ
ー
ム
、
重
さ
の
基
準
と
な

る
キ
ロ
グ
ラ
ム
原
器
（
レ
プ

リ
カ
）
の
展
示
、
特
定
計
量

器
の
検
定
風
景
等
の
パ
ネ
ル

展
示
、
ま
た
「
日
本
の
キ
ロ

グ
ラ
ム
原
器
は
何
県
に
あ
る

で
し
ょ
う
」（
答
：
茨
城
県
）

と
い
っ
た
ク
イ
ズ
な
ど
を
お

こ
な
っ
た
。

　

各
区
市
と
も
見
学
者
が
列

を
な
す
よ
う
な
盛
況
ぶ
り

で
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
質

問
が
あ
り
て
い
ね
い
に
答
え

た
。

　

今
後
の
出
展
予
定
は
、
来

年
2
月　

日　

の
品
川
区
消

12

（日）

費
生
活
・
社
会
貢
献
活
動
展
、

2
月　

日　

、　

日　

の
文

22

（水）

23

（木）

京
区
消
費
生
活
展
と
な
っ
て

い
る
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
・

臨
海
副
都
心
セ
ン
タ
ー
別
館

（
江
東
区
・
青
海
）
で
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
法
定
計
量

フ
ォ
ー
ラ
ム（
A
P
L
M
F
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　

A
P
L
M
F
はA

sia
P

acific
L
e
g
alM

e
tro
l

o
g
y
F
o
ru
m

の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
で
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
法
定
計
量
機

関
の
交
流
の
促
進
、
地
域
で

の
調
和
、
技
術
レ
ベ
ル
の
底

上
げ
等
を
目
的
に
、
1
9
9

4
年
に
発
足
し
た
。
2
0
1

6
年
現
在
、
正
加
盟　

経
済

19

圏
、
準
加
盟
7
経
済
圏
で
、

日
本
も
経
済
圏
と
し
て
参
加

し
て
い
る
。
事
務
局
・
議
長

は
2
0
1
5
年
か
ら
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
が
担
当
し
、
A

P
L
M
F
総
会
は
加
盟
経
済

圏
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

今
回
第　

回
総
会
は
、　

23

11

月　

日
～　

日
の
3
日
間
、

23

25

消費者展のようす

講演のようす

会場のようす

消
費
生
活
展
へ
出
展

A
P
L
M
F
総
会
で
講
演

東
京
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
ホ

ス
ト
国
の
講
演
の
一
環
と
し

て
、「
東
京
都
計
量
検
定
所
の

事
業
～
検
定
と
基
準
器
検
査

～
」
と
題
し
、
東
京
都
職
員

が
英
語
で
講
演（
プ
レ
ゼ
ン
）

を
お
こ
な
っ
た
。
講
演
当
日

の　

日
は
、　

カ
国
、
約　

24

17

48

名
の
会
議
参
加
者
お
よ
び
そ

の
他
来
賓
を
前
に
、
自
治
体

の
活
動
に
つ
い
て
、　

分
程

20

度
、
東
京
都
計
量
検
定
所
の

取
り
組
み
を
講
演
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
に
先
立
ち
、

所
内
で
は
講
演
者
で
あ
る
若

手
職
員
2
名
に
よ
る
英
語
で

の
ス
ピ
ー
チ
リ
ハ
ー
サ
ル
を

お
こ
な
う
な
ど
、
入
念
な
準

備
を
し
て
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

講
演
内
容
は
、
A
P
L
M

F
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。
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【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】　

イ
シ
ダ
、

（株）

（
一
社
）
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
、　

タ
ニ
タ
、

（株）

　

寺
岡
精
工
、
東
京
科
学
機

（株）器
協
会
、
東
京
都
環
境
計
量

協
議
会
、
東
京
計
量
士
会
、

東
京
都
計
量
証
明
事
業
協

会
、東
京
都
水
道
局
、（
一
社
）

日
本
海
事
検
定
協
会
、
日
本

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工
業
会
関
東

支
部
、
日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合
、（
一
社
）
日
本

計
量
振
興
協
会
、（
一
財
）
日

本
穀
物
検
定
協
会
関
東
支

部
、日
本
電
気
計
器
検
定
所
、

　

松
屋
、（
一
社
）
東
京
都
計

（株）量
協
会
、
東
京
都
計
量
検
定

所
（
以
上　

団
体
）

18

生
活
で
こ
ん
な
に
身
近
に
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
」
等
、
計
量
へ
の

関
心
を
高
め
た
感
想
が
多
数

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
参
加
校
の
教
員
か

ら
は
「
子
供
達
に
は
少
し
難

し
い
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
お
手
伝

い
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
子
供
た
ち
も
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し

た
」
や
、「
班
で
教
え
合
っ
た

り
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
し

な
が
ら
児
童
が
進
ん
で
学
習

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
て

良
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

2
0
1
6
（
平
成　

）
年

28

度
の
出
前
計
量
教
室
は
、
総

数
で
6
校
2
7
8
人
を
予
定

し
て
お
り
、
来
年
3
月
末
ま

で
継
続
し
て
実
施
す
る
。

（
と
う
き
ょ
う
の
計
量
は
⑧

面
に
つ
づ
く
）

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の
「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」
は
隔
月
（
偶
数
月
）

に
発
行
し
、
東
京
都
計
量
協
会

の
会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご
意
見

・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各
部
会
等

の
動
き
な
ど
是
非
お
寄
せ
下
さ

る
よ
う
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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▽
石
井
康
二
▽
大
木
朗
▽
北
野

芳
男
▽
切
田
篤
▽
坂
本
雅
広
▽

高
田
慎
吾
▽
高
松
宏
之
▽
竹
内

健
治
▽
竹
添
雅
雄
▽
物
江
稔
▽

横
山
守
二

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会
緯

0
3
―
6
6
6
6
―
8
9
6
0



東
京
計
量
士
会

◎
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
報
告

　
　

月
1
日
、
く
ら
し
と
計

11
量　

感
じ
て
み
よ
う
！
身
近

な
計
量
」
を
テ
ー
マ
に
都
民

計
量
の
ひ
ろ
ば
が
新
宿
西
口

広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
朝
か
ら
雨
の
せ
い

か
、
ス
タ
ー
ト
直
後
は
来
場

者
も
ま
ば
ら
だ
っ
た
が
、
雨

が
止
む
と
勤
め
人
の
方
も
多

く
訪
れ
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
例

年
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

　

東
京
計
量
士
会
は
、
計
量

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
の
計
量
工

作
教
室
（
寒
暖
計
・
棒
は
か

り
を
作
る
体
験
）
と
環
境
と

計
量
コ
ー
ナ
ー
（
環
境
計
測

器
の
展
示
・
地
中
熱
利
用
、

地
球
温
暖
化
防
止
等
の
パ
ネ

ル
展
示
）
を
担
当
し
た
。
地

球
温
暖
化
防
止
パ
ネ
ル
展
示

の
前
で
は
、
関
心
の
深
さ
か

ら
か
、
計
量
士
の
説
明
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
は
本
物
の「
南
極
の
氷
」

を
展
示
し
て
、
来
場
者
に
触

ら
せ
て
い
た
。

　

計
量
工
作
教
室
の
参
加
者

は
、
作
っ
た
寒
暖
計
や
棒
は

か
り
が
正
し
く
測
れ
る
の
を

確
認
し
て
、
満
足
気
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
た
。
昨
年
も

寒
暖
計
つ
く
り
に
参
加
し
た

人
は
、「
今
も
重
宝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

◎
新
年
交
歓
会
の
お
知
ら
せ

　

新
年
交
歓
会
は
、
2
0
1

7
年
1
月　

日　
　

時
か
ら

27

（金）
17

リ
ュ
ド
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
目

白
で
開
催
す
る
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

　

月
▽
7
日　

＝
理
事
会
。

10

（金）

9
月
理
事
会
議
事
録
の
確

認
。
月
次
会
計
報
告
。
都
民

計
量
の
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て
。

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

説
明
会
」
開
催
に
つ
い
て
。

ガ
ラ
ス
製
温
度
計
J
I
S
案

の
確
認
。

　

月
▽　

日　

＝
理
事
会
。

11

11

（金）

　

月
理
事
会
議
事
録
の
確

10認
。
月
次
会
計
報
告
。　

月
11

1
日　

都
民
計
量
の
報
告
。

（火）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
都
民

計
量
記
念
日
の
集
い
の
報

告
。
三
須
計
量
器
の
自
己
破

産
に
つ
い
て
。
水
銀
廃
棄
に

つ
い
て
。
▽
同
日
＝
常
会
。

　

月
1
日　

都
民
計
量
の
報

11

（火）

告
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・

都
民
計
量
記
念
日
の
集
い
の

報
告
。
三
須
計
量
器
の
自
己

破
産
に
つ
い
て
。
水
銀
使
用

製
品
の
適
正
分
別
・
排
出
の

確
保
の
た
め
の
表
示
等
情
報

提
供
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り

都民計量のひろばのようす

と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
⑤
面
の
つ
づ
き

　

a
z
b
i

l
グ
ル
ー
プ

の
ア
ズ
ビ
ル

金
門
は
、
久

山
事
業
所
内

に
あ
る
校
正

サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
福

岡
県
糟
屋
郡

久
山
町
）が
、

日
本
最
大
級

の
J
C
S
S

校
正
可
能
気

体
流
量
範
囲
の
認
定
を
取
得

し
た
。

　

同
校
正
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
2
0
0
3
年
6
月

に
気
体
流
量
に
お
け
る
J
C

S
S
校
正
事
業
者
と
し
て
流

量
範
囲
6
〜
1
0
0
0　

／
m3

h
の
校
正
で
登
録
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
、
6
〜
4
0
0

0　

／
h
に
拡
大
し
た
。

m3

　

ま
た
最
大
で
4
0
0
k　
Pa

（
a
b
s
）
ま
で
加
圧
し
て

　

〜
4
0
0
0　

／
h
の
流

50

m3

量
範
囲
の
J
C
S
S
校
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

従
来
は
加
圧
状
態
で
使
用

さ
れ
る
流
量
計
で
も
、
大
気

圧
力
で
の
試
験
証
明
書
し
か

発
行
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
校
正
範
囲
の
拡
大
に
よ

り
、
L
N
G
船
や
ガ
ス
会
社

の
幹
線
ラ
イ
ン
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
な
大
口
径
の
流
量
計

の
実
量
・
実
圧
で
の
J
C
S

S
校
正
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

アズビル金門
JCSS気体流量の校正範囲拡JCSS気体流量の校正範囲拡大大
大口径流量計の実量・実圧での校正対応

電
力
使
用
量
を
調
整
す
る
新
た
な
手
法
を
開
発

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

　

J
S
T
（
科
学
技
術
振
興

機
構
）
戦
略
的
創
造
研
究
推

進
事
業
で
、
鳥
取
大
学
の
櫻

間
一
徳
准
教
授
ら
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
複

数
の
発
電
と
蓄
電
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
電
力
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
間
の
通
信
を
利
用
し

て
、
分
散
的
に
電
力
使
用
量

を
調
整
す
る
新
た
な
手
法
を

開
発
し
た
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
同
士
が
需
要
量

や
供
給
量
を
交
換
す
る
こ
と

で
、
分
散
的
に
価
格
や
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
（
報
償
）
の
調

整
量
を
決
定
す
る
新
た
な
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
量
の

デ
ー
タ
を
集
約
し
管
理
す
る

必
要
が
な
く
な
る
た
め
、

サ
ー
バ
ー
な
ど
の
情
報
イ
ン

フ
ラ
の
設
置
や
運
用
の
必
要

が
な
く
、
低
コ
ス
ト
で
電
力

シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
研
究
は
、
J
S
T
戦

略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

チ
ー
ム
型
研
究
（
C
R
E
S

T
）
の
一
環
と
し
て
お
こ
な

わ
れ
、
鳥
取
大
学
の
三
浦
政

司
助
教
と
共
同
で
お
こ
な
っ

た
も
の
。

　

2
0
1
7
年
1
月
1
日　
（日）

に
1
年
6
カ
月
ぶ
り
と
な
る

「
う
る
う
秒
」
の
調
整
が
実

施
さ
れ
る
。
今
回
の
う
る
う

秒
の
調
整
は
、
2
0
1
7
年

1
月
1
日　

8
時　

分　

秒

（日）

59

59

と
9
時　

分　

秒
の
間
に

00

00

「
8
時　

分　

秒
」
を
挿
入

59

60

す
る
も
の
。

　

そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
東
京
計
器
製
船
舶

自
動
識
別
装
置
（
A
I
S
）

の
内
蔵
G
P
S
受
信
機
は
、

G
P
S
衛
星
か
ら
放
送
さ
れ

る
「
う
る
う
秒
実
施
予
告
情

報
」
を
受
信
す
る
と
、
1
秒

遅
れ
た
時
刻
を
認
識
す
る

が
、
装
置
の
運
用
上
影
響
は

な
い
と
、
同
社
は
w
e
b
サ

イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
顧
客
へ

周
知
し
て
い
る
。

　

今
回
の
「
う
る
う
秒
実
施

予
告
情
報
」
は
2
0
1
6
年

　

月
2
日
9
時（
日
本
時
間
）

12か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
2
0
1
7
年
1
月
1
日

の
う
る
う
秒
調
整
後
は
、
正

常
に
戻
る
。

　

岡
山
市
で
住
宅
の
水
道

東
京
計
器
が
う
る
う
秒

調
整
で
周
知

船
舶
自
動
識
別
装
置（
A
I
S
）へ
影
響
な
し
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水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
ミ
ス

発
覚
防
ぐ
た
め
無
断

で
放
水

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
委
託
さ

れ
て
い
た
会
社
が
、
使
用
量

を
誤
っ
て
多
く
読
み
取
っ
て

い
た
う
え
、
ミ
ス
が
発
覚
し

な
い
よ
う
一
部
の
住
宅
の
敷

地
に
無
断
で
立
ち
入
っ
て
庭

で
放
水
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
市
は
こ
の
会
社
を
厳

重
注
意
と
し
た
。

　

検
針
ミ
ス
は
2
0
1
4
〜

　

年
に　

件
。
メ
ー
タ
ー
の

16

22

数
字
の
見
間
違
い
が
原
因

で
、
4
件
の
過
徴
収
（
1
4

7
〜　

円
）
が
あ
っ
た
。
う

32

ち
2
件
は
長
期
不
在
の
契
約

者
の
敷
地
内
に
無
断
で
入

り
、
庭
の
水
を
出
す
な
ど
の

帳
尻
合
わ
せ
を
し
て
い
た
と

い
う
。

計
量
計
測
デ
ー
タ
バ
ン

計
量
計
測
デ
ー
タ
バ
ン
クク

1
月
の
Ｉ
Ｄ
と
Ｐ
Ｗ

Ｉ
Ｄ
：
5
1
4
0

Ｐ
Ｗ
：
r
5
k
g
4
k
p
a
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